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情報提供日：令和6年１０月２１日 

令和７年４月オープン(仮称）新保健福祉施設 ３階多世代交流センター 

公募561作品から愛称が「RINK（リンク）」に決定！ 

 

龍ケ崎市では、こどもから高齢者まで、全ての市民が健康で安心して暮らし続けるための総合的

な支援拠点である、（仮称）新保健福祉施設の3階に設置される「多世代交流センター」の愛称を

「RINK（りんく）」に決定しました。 

この愛称は、市内外から応募された561点の中から、愛称選定委員会での一次審査および市内

高校生の投票による二次審査を経て、最優秀賞に選ばれたものです。（最優秀賞1点、優秀賞3点を

決定） 

愛称が決定した多世代交流センターは、施設のコンセプトである「健康・子育て・高齢福祉・市民交

流」の４つの機能をつなげるため設置。この施設が市民に親しまれ、愛着を持って利用していただけ

るよう、広く愛称を募集しました。（募集期間：令和6年7月1日（月）から7月31日（水）） 

なお、（仮称）新保健福祉施設は令和7年4月にオープンを予定しており、このたび決定した愛称

「RINK」は、各種広報媒体などでも活用される予定です。 

愛称採用作品の紹介 

【最優秀賞】 RINK（りんく）  【応募者】豊嶋 莉子さん（龍ケ崎市馴馬町） 

【愛称への思い】 

R…龍ケ崎（ryugasaki）  I… 交流（interaction） N…寄り添う（nestle） K…優しい（kind）  

それぞれの文字にこのような意味が込められています。様々な世代の人がいつでも、優しい気

持ちを持って、互いに寄り添える、龍ケ崎市の新しい交流場所になればいいなという想いを込め

て、この愛称をつけました。 

※「RINK」の名称は今後、応募者との調整により、小文字を入れるなどの調整を行う場合があります。 

 

■ 添付資料 ・優秀作品一覧 

 

  

 担当課 

龍ケ崎市 総務部 管財課 再生戦略グループ 

担当者：清原・海老原（きよはら・えびはら）  

連絡先：0297-60-１５33（直通） 
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優秀作品一覧 
 

 

作品名：龍の和(りゅうのわ)        

応募者：木村 恵子さん（龍ケ崎市川原代町） 

愛称への思い：龍ケ崎市民が和やかに交わり輪になっていく場という願いを込めて、こ

の愛称をつけました。 

 

作品名：リュピア（りゅぴあ）         

応募者：松岡 光雄さん（新潟県新潟市）  

愛称への思い：龍ケ崎とユートピア（理想的社会の意）を合体させ、他にないように少し短

くしたもので、これからの龍ケ崎市の理想を作り出す施設になるよう、この愛称をつけま

した。 

 

応募者：りゅうウェル（りゅううぇる）    

作品名：原田 典子さん(龍ケ崎市長山) 

愛称への思い：りゅうは龍ケ崎市のりゅうです。ウェルはウェルネス、ウェルビーイングの

略です。センターの意義と合致すると思いこの愛称をつけました。 


